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＜全体連絡事項＞

· 池野　功一様～個室9号室配管破損について、院長より指摘されています。関わったスタッ　　　

フは状況を確認していたのか、物品管理も疎かになっていたのかを踏まえて

　　　　　　　　　どのように、回避していくか考えて行動していきましょう。(当日は寝転がっりいじっていた。配管そのものは、腐蝕し、壊れやすい状況にあった)

･　本日、坂本　房子様が入院予定となっています。16時の時点で外来へ来られなければ、明日に入院になります。

･  夜間のオンコール佐々木SＧMから谷藤SGMへ変更になっています。

･　新人ローテーション研修、久保　優子さん本日より、8日間東病棟配置となります。流れとしては、スタッフと共に業務に入ります。4時には記録に入りますので、コメントしてあげて下さい。本日はＡユニットからスタートしています。

･コピー機に記録し、使用した時は、記載欄･曜日を必ず忘れずに記載してください。

＜患者様連絡事項＞

･　向谷地　吉幸様～長男家族が11:00来院し田名部Drと面談されていきました。しばらく入院を要する状態と肺炎の疑いもあるとの事です。荷物を持ち帰っていただきました。

· 堀内　泰子様～尿量少なめで経過しているが、全体的に水分量が多いため、水分制限の伺い

　　　をした所、夕食よりご飯は常食とし、他の水分は1500ml／日の指示となっています。薬は1回150ml、各勤務帯の水分は300mlずつとしていきます。今後食事のむせ込みに注意しその都度主治医に状態報告していきましょう。本日内服と点滴の1日分の継続処方が出ています。本日胸部X-P検査施行し心拡大の悪化の所見。明日9時、胸部CT検査の予定。明日の血液検査の結果を見て改善がなければ、家族様に総合病院での治療を勧めていく予定。明日15時面談予定ですが、留守番電話に入れており家族からの連絡待ちとなっています。

· 長谷川　陽一様～発熱はありませんが、風邪症状ある為内服の継続希望ありPL3.0　3×nd日

分継続処方となっています。引き続き風邪症状の観察して下さい。

7月21日叔父様とランチ外出の予定となっています。

· 村田　タカ様～介入時の興奮や体動が激しいため主治医に上申しリントン（5）1/2A筋注の指

　示あり施行しています。また食事の残食多く、水分が十分摂れないため前回同様の内容で本日より4日間の指示で点滴が処方となっています。

· 松林　政道様～レボトミン止めの他、前回同様にて7日分処方となりました。本日外泊に出

　　　　　　　　　かけられています。

･　寺地　利代子様～本日よりバチール3T/日8日分処方となっています。作業は1週間休みとなります。

· 成田　賀枝様～本日7日分臨時薬が継続で処方となっています。東Ｄユニット移動するにあたり担送から護送へ変更になっています。吸入は自室で行い、食事はＢホールでの摂取となります。

· 伊藤　義彦様～本日7日分臨時薬が継続処方となっています。

･　菅井　浩子様～摂食量すくないため、Ｄrへ報告しています。本人自ら、主食うどんからお粥へ希望しています。妄想発言あり、インターネットから頭に4本ぐらい打たれます。と聞かれています。薬の調整をしていく予定です。

･　泉川　ケイ子様～荷物1ケースにまとめて整理して、倉庫に保管しています。本人へ衣類等を渡すと、あの衣類がない、あのひとが取るからと話しては、自室へ散乱させている事もあります。今後自分で管理させずにしていきましょう。

･木村　格治様～本日14時～16時まで、外出許可でています。

＜ケアプランの評価＞

･成田　賀枝様　

　看護問題：神経疲労状態による、不安、依存性の増大、不眠、心気的訴えがある。

　看護目標：休養をはかり自分のペースで日常生活の自立度を維持できる。　　　　　

評価・検討：入院時合併症室にて治療開始し、「腰が痛い、眠れないなど」の訴えあるが、自力で

トイレまで行くことや、食事もホールに移動し摂取することができている。また、

個室利用希望もあり7/19個室へ移動。以降依存的訴えきかれているため、今後訴え

を聞きながら、依存性を増大させないよう自立度を評価しつつ日常生活の自立出来

るよう関わっていく方針。

